
＜講演の概要＞

演題：「豪雨および地震による深層崩壊」

講演概要
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＜講演資料からの抜粋＞







近年，日本全国に多くのストックを抱える公共施設の維持管理が課題となっている。特に平成24年12月に発生した

中央自動車道笹子トンネルでの天井板崩落事故を受けて，公共施設の維持管理の重要性が再認識された。

平成25年6月には道路法が改正され，点検基準の法定化や国による修繕等代行制度の創設などが実施されている。

また，平成25年11月に政府は「インフラ長寿命化基本計画」を発表し、その基本計画に沿ったインフラ長寿命化計画

が国土交通省から平成26年5月に、農林水産省からは平成26年8月に発表された。

一方，一般社団法人斜面防災対策技術協会では笹子トンネル事故が発生する前の平成24年9月に維持管理マニ

ュアル編集出版委員会を立ち上げ，斜面防災対策維持管理実施要領（以下，本書）の編集作業を実施している。

同編集出版委員会は各支部から選任された16名の編集委員により構成されており，同協会に平成26年に設置され

た積算歩掛委員会の委員と協同で編纂作業を実施している。

本年度中の出版を予定している本書は、斜面対策工の点検や詳細調査，長寿命化手法，機能回復手法に関して

国内で利用可能な技術の取りまとめを行うと共に，一連の調査・設計・施工に関する標準歩掛の作成を目的として

いる。

今回はこの編集出版委員会を代表して，斜面対策工の維持管理に関して基礎となる各種技術を紹介すると共に，

一般土木構造物と斜面対策工との違いや現在作成中の本書の特徴的な内容などについて話題提供をする。

また，斜面対策工の維持管理技術の現状と展望についても触れたい。

＜講演の概要＞

演題：「斜面対策工の維持管理技術」

講演概要

（一社）斜面防災対策技術協会
地すべり維持管理マニュアル編集・出版委員長

特別講演Ⅱ



主な講演項目は以下の通りである。 

＜主な講演項目＞ 

１．主な斜面対策工の施工実績 

２．建設材料の耐用年数 

３．腐食と防食に関するデータ 

４．一般的な維持管理技術 

５．一般土木構造物と斜面対策工の維持管理の違い（斜面対策工の特殊性） 

６．長寿命化と機能回復の違い 

７．斜面対策工の維持管理技術の現状と展望

それぞれの項目の講演概要を以下に説明する。

１．主な斜面対策工の施工実績 

維持管理マニュアル編集出版委員会として収集したデータを元に，施工実績の経年推移を紹

介し，現時点の社会資本ストックの量の実態を説明する。

２．建設材料の耐用年数 

斜面対策工で利用されている建設材料に着目し，それぞれの耐用年数の考え方について説明

する。

３．腐食と防食に関するデータ 

斜面対策工で利用されている建設材料に着目し，それらの腐食や防食について，主に経年変

化の観点からいくつかの事例を紹介する。

４．一般的な維持管理技術 

維持管理に関する調査から対策までの特徴的な技術の紹介を行う。

５．一般土木構造物と斜面対策工の維持管理の違い（斜面対策工の特殊性） 

一般土木構造物と斜面対策工の維持管理の違いについて説明する。

６．長寿命化と機能回復の違い 

長寿命化と機能回復というものは人によっていろいろなとらえ方がある。ここではそれらの

定義について紹介する。

７．斜面対策工の維持管理技術の現状と展望 

斜面対策工に特徴的な技術について，現状と展望について説明する。

以上 


